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　The　following　five　species 　bclo　lging 　to　the　genus 　aeophiius　have　been　colleeted 　by　亀he
author 　in　Japan・　Afuller　description　of　the　present 　study 　wi11 　appear 　in　the　AnnQtatiolles
Zoologicae　Japonenses 　before　long，

　1・σθ phiius 　7コ｝・nOP ・r−les　TAKAKUW 弐 　 Lt・α 3雌 樽ノ・eftsis　n ．　sp ．　 3．　a．　rh ・mbtrideus コ・．

　　　sp ・　 4・G ・longic“pi！lattsLg　IL 　sp ．　 5．　a ．吻 僻 嫌 醐 1．　sp ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 誉 　　　　　　　　　　　　　曇　　　　　　　　　　　　　梼

　我國 に 産す る Geophil・us　es　tC就 て は J 予 が 1934 年動物學雜誌 551 號 に於 て ツ チ ム カ デ Geo−

philttS　fn
’
on

’
mus 　C．　KOCH と ヒ ト ア ナ ツ チ ム カ デ G’

eophiltLs 　mo ・moporus 　M ．
『
と を記述 し， 同

年札幌博 物學會雑誌 Vol．　XIII ，　pt．4 に 於 て
， 獨 乙文 を以 て 上 記の Gm ，を發表 した 外 に は

一一
つ も記鎌が な V ・や うで あ る 。 予 は共後我 國の 處 々 か ら得た材 料 に よつ て

， 薪た に 4 薪 麓を

見禺 した の で 、 茲 に 之 を記述 す る こ と を欣ぶ ．但 し曩に 發表 した ツ チ ム カ デ に就て は ， その

後獨國 Bayern か ら得た a ．　Pl’αnimus の 標 本 を手に して 比 較 した 處 ，
こ れ も薪 らしい 種類

と して 數 へ る方が 寧ろ適 當で あ ると考 ふ る に 至 つ た の で ， 茲 に 我國に 産す る 本罵に は 5 種 を

數 へ る こ とが で き る。次 に その 檢索を掲 げる。
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最絡歩肢節の 基飭腺孔は唯 1箇 ， 總て の胸板に其前縁に 沿 うた横の 凹みが な い 。腹面腺孔區域は他の 部

との 問に 明瞭な境界がな く， 胸板 の 後縁 に近 く横に長 くなつ て居 る．第 1 小顎に ほ 大な る 2 竕の觸鬚が

ある
……・…………・・…・・…・…・……・・……………・…・・……・・…………・……… a ．mOil 〔rpσrus 　TムurAKUWA

最整歩肢箇 の 基節腺孔 （第 6
，
7

，
1咽 IIM　 4− ti箇． 前方の胸板の幾飼 か 1こ，前縁に澹5た積の 凹 み が

ある 〔第 3，4，
9圃）…・＿．＿．＿＿．．．＿．．＿＿．＿＿．．．．＿．＿．．．．．＿．．．＿＿．＿＿．＿＿．＿＿＿．

∵
．．＿＿，．（2）

前方胸板に あ る腹面 腺孔群は ， そ の 後方の 2− 3 胸板に於 て 左右 の 1封に分れる．叉最終歩肢節 の 前 3

僑 の 胸 板 に ， 極 く小さな 1 對 の 腺孔群 ヵ：見 える（第 川 圖｝一 ……・・……………（4 ）G．腕声 γ痂 粥 u ．sp ．

腹面腺孔群は左右 1對 に 分れ る こ とが ない ．最絡歩肢節の 前篩に腺孔群が な い
………・………・・……（3）

第 1小顎に 2封の 觸鬚が ある．最絡歩肢節 の 基節腺孔 tま皆そ の 胸板に接 して 存し ， 逶か に 後 方に 離れ て 存

する事が ない ．前方歩肢に少激の 非常 に 長い 刺毛を交 へ る 〔第 8 圓）………（3）G ．lengt
’
caPtZlatus 　Il．　sp ．

es　1 小顎に 只 1 勤 の 觸鬚が ある．最絡歩肢節 の 基斷腺孔は その 節の後方 に も存す る．歩肢に 上逋の 如 き

非常に長い 毛 を交 へ て 居 らぬ …・……………・……・………・…・…・…・…………・……………＿ ・．．・＿・・＿ 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 282

ZOOlr．　MAG ．（JAPAN ），　VOL ．49，　NO ．6，1蠍 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卜

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

日本 産 ツ チ ム ・ヴ 臈 C“eoph ’il！rs の 種に つ き て 2β3

　 最終歩肢節の 基飭腺孔 の 内，1 は小 さ く ， 他 と離れて遙か に後方に 位置す．腹 面腺孔群 ば菱形を成す，

　 ♀の最繆肢の基部の 4 小節 の 腹商1に は多 くの 短毛が密生する 〔第 7圖〕……〔2〕 G ．rlarmiboidp ．us エ】．　sp ．

4 基節腺孔の内 ， 後方 の 1箇に 大形で 地 と甚 し く離れず ．腹面腺孔群の 形は 前縁は直線状 後稼巌鈍角

　 を な して 出張 り， 群内の 腺孔數 は甚だ少 い ．♀ の 最終歩 1支に 前逋 の 如 き事 が ない
…・…………・…・……

　　　　 　 ．．，＿ ＿．．，，．．，．．・．…・…・一 ・…・・……・・……一 ・・・・………・……一・・…・
（1） θ．霞Ot葛誘 ンo 孤 諮 ！）．　spx

彡くに 各種の 形態 を略述す る 。

　　　　　　　　 〔1｝ G ．sounhyoensis 　 n ．　 sp ．ソ ウウ ンツ チム カデ 噺 稱

　 彊 長 40 　n コ
　rii，歩肢對數 55♂〜57　9 ， 體 色黄 ， 前端稍褐 ， 前鞘 の 縱 徑 と横徑 とは 略 同鼠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　觸角長 し，額板 は至 部
一・
樣 に 綱

　 　　H を成 し，少數 の 刺毛 を有す e　 　　　　　　　　　 なモ

　 　　上脣 の 中央片 に は約 5 個の 丸形

　 　　の 齒を 列 し ， 側片 は そ の 中央 IZ

　 　　近 い 榔 分 に 少數 の 刺 毛 を躍生

　　　　　　第 1 圃　ソ ウ ウ ン ツ チ ム カ デ の 上 脣 （X4   　　　　し，そ の 刺毛 は 多 くの 微小の 尖

枝 を有す d 第 1 小 顎に は その 端 肢に 1 對 の 觸鬚を有す る声， その 基 節に は それ を缺 き ， 或は

槿に 痕跡 をと trめ る に すぎす。第 2 小顎 の 爪 は細長 く，附近 の 刺毛 を越 え て 遙か に 先 方へ 抽

出す。顎 肢は頭 の 前縁 を越 え て 前方 に 出 る こ と が な く，

C：hitinlinien は 短 く， 基節の 前縁に は齒 はな く，

t 爪 の 根

に 小 形 の 1 齒 を附 け，その 内側 は梺 滑で あ る。頸板 は輻

廣 く， 次節 の 背板 と横徑 が等 しい 。背板に 2 縦細溝が あ

り ， 剌毛が 粗生 鉱 胸板 に は 中央に 縦の 細 い 凹 み ど 剛

側 に 各 1 の 凹縱 線が あ る e 第 3〜18 胸板 の 後緜 の t
−ll央 に

後方 に 向 つ て 1 小 突起 が あ り，叉 第 5 よ りそ の 前縁に 澹

うて 横 の 凹み が あ る。 こ の 凹 み はその 最 も發達 した節 で

は ， その 胸板 の 横幅 の 約％ を占 め て 居 る 。力蹟 る 胸板 で

は』甸板前 部　〔Prostern 〒t）　及 び 胸板そ麦音1雪（Met −asterniL 〕と

胸板 中部 〔Mg 齪 temit ） と の 闘 に
， それ ぞれ綱 目 を成 す

細 い
一一直 綜が 劃 然 と境界 をな し，胸板後部の 中央 に は そ

の 胸板 の 幅の 約；iを占め る腺孔群區域が あ る。こ の 區域

の 前縁 は
一訌線 後縁 は後方 に 鈍 角 を成 し て 突出 し，そ

の 内の 腺 孔 は多 をも
『2 個 ， 少 きは 僅に 數 個 に 過 ぎぬ 。併

し腺孔 は L の 區域 の 他 ．最 終前 節に 至 る總 て の 胸板面 に

1黄く散 在せ られ て 居 る
。 各 胸板に は多 くの 長刺毛 が略 對

を成 して 生す る他 ，甚 く微 小 の 尖毛が 多 く散在 す。又前

胸板 が 二 重 に な つ て 居 る事 が 著 しい （第 2
，
3 圖 〕e 最終歩

肢節 の 胸板 は甚だ廣 く， 後方狹 くな り， 後縁は 略
一直線

を減 し， 基節 の 腹面 に は ， 中形又 は 大形 の 腺孔 が G〜8

第 2 圖 　 ソ ウ ウ ン ツ チ ム カ デ

A ，顎珪芝 〔b．（jhitinlirtien
，）　（〕L

第 1 胸極 3 多 くの 斜線 を 引 い た

部分 は 綱 員構 造 を 示 す
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第 4 圖 　ソ ウ ウ ン ツ チ ム

　 カ デ の 最終歩肢節の

　前筋の 胸板 〔× 6σ｝

個開 き ， 大 なる 1個 は遙

か に 後方 に 位 置 す．最

終歩肢に は爪が あ り，

拿嘔 面 曙 毛 ・生 ぜ

’
第

齦潔 ざ
ン

農磁 轡 鵬緩劉瞼。灘藏 島
す。 δは 不 明。端孔は 　　　　み ，

F．歩肢

あ る。産 地 は北 海道 （屠雲 峽）．

　　　　　　　　　〔2） G．．thomboideus　n ．　sp ・匕 シッチ ム カデ ｛新聡）

　體 長 30　mm まで ， 歩肢竭 43　9　・− 49　9 ， 胸板前縁 の 横4）凹み は 第 2− 18 に 見 られ ， その 大

なる もの で は ， その 胸板 の 幅の 約3／4 を占め て 居 る
。 腹面腺 孔群區域 は略第 1− 18胸板に 存 し，

前後に 山形 を成 して 突出 し菱形 を成 し ， そ の 内 に 含まれ る 腺孔 は第 1 胸板で は 5 個 ， 第 2 胸

板 で は 14 個 位 で あ るが ， 次第 ic多 く．

な り， 第 9− 15 胸板で 120 個に 逹

し， 以 下 父 減少す る。胸板 に は散在

せ る 多 くの ，圃 毛 姓 秘 が ， そ の 　

第 5 岡 　 ヒ シ ツ チ ム カ デ の

　　　 第 9 胸板 （x90 ｝

　　　　　 　　　　　　 　　　 第 7圖 　ヒ シ ツ チ ム カ デ

第 6周　 ヒ シ ツ チ ム カ デ ♂の 壁 　　　♀の 最終歩眩腹 面

　　　後端腹 面 （x δOl　　　　　　　　　（x50 ）
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爾 側に 2 本の 長毛が 對 をな して 居 る。總 て の 歩岐に 相 當長い 刺毛が あ る。最 終歩肢節の 基節

に は 4 〜 5 個 の 大 な る腺孔が胸 板に接 して 開 き ， 佝 ほ ユつ の 小 さな腺孔 が他 と離 れて 遙 に 後

方 に 存 す る 。絡肢は 6 で 稍太 く，腹面 に甚だ 多 ぐの 短 毛を密生 し， ？で ぱ太 くはな い が 基の

4 小 節の 腹面 に や s 多 くの 短毛 を密 布す．以 上 の 他 の 形態 ぱ それ ぞれ 略 σ．s 硼 砌 06面 3 に

等 し い か ら鼓 に 略す る 。 産地 は樺太 〔泊居 ， 知取 ，眞澗｝， 根室 ， 稚内 ．

　　　　　　　　〔3｝ G ．longiCapillαtttS　n ．　sp ．ケ ナ ガツ チ ム カデ （新翻

　體長 ROm 丑 1
， 歩肢對 47δ〜55 拿， 頭鞘は略 正方形 ， 少數の 刺毛 を生す 。 觸 角は絲状 で 長

い 、上 唇 中央片 に 稍尖 つ た 2〜 4の 小齒 を列 し 、 又刺 毛 を交ふ 。 第 1 小顎 に 2 封の 觸 鬚 が あ り，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そ の 基節に 屬す る 1 封 は 甚 だ 小。胸 教前縁の

　 　　横 の 凹 み は第 2− 19 胸板 に 見 られ ， 火 なる もの

　 　　 は 胸板幅 の
3
／6　tz占 め て 居 る e 腺孔區域 は第 1 よ

　 　　 り第21：｝胸板 に 存 し； その 形歌 ・位置 ・胸板網 目
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r
　 　　 の 配置等 は略 G ．Thomboideus に 等 しい が ， そ

　 　　 の 區域 内の 腺孔 は多 きは go 個 に 逹す。歩肢に

　 　　 少數の 長い 刺毛 を生する が ， 特に 前方 の 歩肢 で

　 　　 は，その 前 腿節 ・腿 節及 び距節の 端に 近 い 裏面

　 　　 に ， その 節 の 長徑 よ りも尚懸遙か に 長V・　1 本又

　 　　 は 2 本 の 長毛 を 生 1）て 居 る。最絡歩肢篩の 基 篩

第 曜 躯 歩肢 〔． s。）右，ヒ シ tl　f 。 ヵ デ ， 腺 庫 〜7 個 ・ 大 9 く諧 胸板縁に 近 く開孔 し

　　　　 左 ．ケ ナ ガ ツ チ ム カ デ　　　　　　 別 に 離れ て 存す る もの が な い
， 最終歩肢は　G ．

rhemboi （leus と同 じく， その 他 の 形態 も皆 略 それ と同 1；。 産地 は淺虫 b

備考 ： 本動物は前記の如 く， i曩に ｛7．pアθ層 職 皹 と して 本誌 に か 1 げた もの で ある。

　　　　　　　　　（4） Gbipartitus 皿 ，　 sp ．オ タ コ ツ チ厶 カデ（新欝）

體 長 15mm
， 歩肢對數 35δ 〜 3｛綿 ， 頭鞘の 縱徑は 横徑 よ り稍大 。 上唇 中央 片 に 2 齒 3 毛 。 第

第 9 固 　オ タ コ ツ チ ム カ デ の

　 　 　 第 9 胸板 〔x200 〕

濬

第 10 圖 オ タ コ ツ チ ・1・カ デ の

　 盟 の 後端腹面 〔x80 ｝
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1 小顎 に 1 對の 觸鬚を具 へ
， その 基餔上 に は僅 か に そ の 痕跡 を示す 。 第 2− 10胸板の 前縁に

滑 うて 横 の 凹 み が あ D，そ の 大 なる もの は 胸板幅の 3
／s を tii め る 。纂 1胸板 に は 中央 に 小 圓形

の 腹面 腺孔群區 域 を有 し 内に 數 個の 腺孔 を含む 。腺孔群區域は第 2 胸板 よ p亥第に後方に

發達 して 菱形 とな り， そ の 内に 含ま る S 腺孔 の 數 も第 8− 9 に 至 つ て 約 β0 個に 達す るが ，

第 ユ2 叉 は ユ施 質に 於 て 再 び 小 さ くな 鉱　第 14 に 於て 俄然分 れ て 1 鞨 の 小形 の 群 とな り，

群内僅か に 5 腺 孔 を見 る に 過 ぎぬ。 而 して第 15一ユ6に 於 て 全 く淌滅 す。f哉ほ 叉 最終胸 板の 前

3 胸板に 於 て
， 微小 な る腺孔群が 1 對 をな して 現 はれ て 居 る。前胸板前部は凹 み の 部 分の 他 ．

後胸板部 は腺 孔區域 の 他 ， 胸板 中部 は兩 側 に 洛ふ細線が網 目を域 し て 居 る。胸板 に は その 兩

側 に 2 對 の 長 刺毛 あ る 他，少數の 短 毛 が 略對 を成 して 生え て 居 る。最終基 節に は 4〜 G 個 の

大腺 孔が 胸板近 くに 囲 き，遙か に離 れ た 腺孔 が な い
。 終肢 は δに て は稍太 く密 毛 を 有 す る

が ， 9 で は か S る こ とが な い
。 その 他 の 形態 は皆略 （1．・

J
・hm ）tboideu ．と 同 じ。産地 は樺太 〔敷

香町 オ タ コ の 森｝ （北緯 49．5り。

　備考 ： 我國に蓬す る ヂ ム カ デ 類 を採 つ て ， こ れ が Gcophitus 屬で あ る か 否か を知る に は 大體脚が 35

〜60鬻位で ， 頭の長 さ と幅とが 略等しく， 大顎 の 縁 に は毛 の 列があるばか りで，齒や櫛毛がな く， 頭 の 裹

面 ，
；1 の 前部即ち額 核部は

一
樣に 網 日を成 し ， 辱寺別 な窓 ¢）や うな區域が な く，體 の 前部各節 の 腹面即ち胸

板に 腺孔群が 存し ， 體末 の 歩肢 の 基 節に 幾つ か の 可成 り大 きな豚孔 が 別 々 に閉い て 居る と い ふ 位 の 諸點を

調べ
， 上 記 の 檢索に依 り更に記述響頓 に 照すな らば先 づ大醴 それ と知 られ るで あら 5。

（昭 孝ill2・：卜7 丿jl2 口 受 領 〉
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